バルブの種類と取扱い方－概要－
１．ゲートバルブ

ゲートバルブは最も多く使用されているバルブで管路の遮断用止め弁として使用される。ディスクを中間度で使用した場合バルブの下流に渦又はキャビテーションが発生することがあるので、避けるのが望ましい。急速又は頻繁な開閉操作を要しないサービスで使用する。

２．グローブバルブ

グローブバルブは主とし流量の調整を目的として使用される。

又、止め弁・頻繁な操作が必要な場合に使用されることもある。

３．チャッキバルブ

チャッキバルブは、通常一方向のみに流体の流れを許し、ポンプ・コンプレッサーなどの圧力源が停止した場合に生ずる流体の逆流を防止する目的で使用される。

４．ボールバルブ

ボールバルブは、急速な遮断又は完全閉止が必要なサービスの開閉操作用に使用される場合が多い。又、流量調整が比較的よいため流量調整用として使用されることもある。

５．プラグバルブ

プラグバルブは、通常急速な遮断が必要とされるサービスの開閉操作用に使用する。

又、ガス系流体流速調整の目的で使用することもある。

６．安全弁

安全弁は、容器内の圧力が過度に上昇するのを防ぎ、安全を保つ為に使用する。

７．バタフライバルブ

バタフライバルブは、通常流量調整を目的として使用されることが多い。

しかし、弁開度・管内流速・液体の蒸気圧及び下流圧の条件によってキャビテーションが生じることがよくある。

又、通常海水などの流体にブロックバルブとして使用することもある。

８．フートバルブ

フートバルブは、水・油などの貯槽の払い出し用ポンプの吸込み配管を運転停止時に液で充満させておく為に使用する。
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